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日本の 「戦う」と回答したものは10%であるから，残り90%，つまり10人のう ち9人は 「戦
わない」公算が強い。 「わからない」が49%というから，日本青年の自衛意識の低さは相当な
ものである。特攻隊を生み出した日本人も変われば変わったものである。
この日本人の変貌ぶりを的確に指摘したアメ リカ人がいる。ジ、ユエル ・シルパ スーティンが，
昭和30年代の日本人の知人に，学校で受けた教育について尋ねたところ，およそ次のような回
答があったことが，「新潮j昭和63年6月号に載っている。


























































































































































ソー ドにうかがえる。イン ドネシア独立軍に加わった， もと日本軍の軍属であった南里氏 （在
インドネシア）は，『帰らなかった日本兵』の著者に次のように語ったという。『あんた，東京
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